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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年5月7日(2015.5.7)

【公表番号】特表2014-509688(P2014-509688A)
【公表日】平成26年4月21日(2014.4.21)
【年通号数】公開・登録公報2014-020
【出願番号】特願2014-502887(P2014-502887)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  27/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/25     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   27/12     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/25     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    5/00     ＣＥＷ　

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月18日(2015.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）　ニトリル基含有硬化部位モノマーの共重合単位を含むフルオロエラストマーと；
　Ｂ）　一般式Ｒ1ＯＣ（Ｏ）ＮＨＮＨＲ2のカルバゼート（式中Ｒ1は９－フルオレニル
メチル、ベンジル、アリールまたは複素環であり；Ｒ2は、Ｈ、アルキル、アリール、複
素環、ＣＯ2Ｒ

3またはＣＨ2Ｒ
4であり；Ｒ3はアルキル、アリール、ベンジルまたは複素

環であり；Ｒ4はフルオロアルキル基である）と；
を含む硬化性組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物から製造される硬化物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　先行技術の組成物と本発明の組成物の体積膨潤度を比較するために、類似の、ただしカ
ルバゼートではなく０．２５ｐｈｒの尿素を硬化剤として含む化合物からＯリングを製造
した。２２５℃の水に対するわずか１６８時間の曝露の後、尿素で硬化されたＯリングは
、１５．７％の体積膨潤度を示した。
本発明は以下の実施の態様を含むものである。
１．Ａ）　ニトリル基含有硬化部位モノマーの共重合単位を含むフルオロエラストマーと
；
　Ｂ）　一般式Ｒ1ＯＣ（Ｏ）ＮＨＮＨＲ2のカルバゼート（式中Ｒ1は９－フルオレニル
メチル、ベンジル、アリールまたは複素環であり；Ｒ2は、Ｈ、アルキル、アリール、複
素環、ＣＯ2Ｒ

3またはＣＨ2Ｒ
4であり；Ｒ3はアルキル、アリール、ベンジルまたは複素
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環であり；Ｒ4はフルオロアルキル基である）と；
を含む硬化性組成物。
２．Ｒ2がＨまたはＣＯ2Ｒ

3である、前記１．に記載の硬化性組成物。
３．前記カルバゼートが、９－フルオレニルメチルカルバゼート；ジフェニルメチルカル
バゼート；１－（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル）－２－フェニルヒドラジン；フェニル
カルバゼート；およびベンジルカルバゼートからなる群から選択される、前記１．に記載
の硬化性組成物。
４．前記カルバゼートの少なくとも１つの酸素原子が硫黄原子により置換されている、前
記１．に記載の硬化性組成物。
５．さらに硬化促進剤を含む、前記１．に記載の硬化性組成物。
６．前記１．に記載の組成物から製造される硬化物品。
７．少なくとも１６８時間２２５℃の水に曝露した後ＡＳＴＭ　Ｄ１４１４にしたがって
測定した体積膨潤度が５％未満であり、ＡＳＴＭ　Ｄ３９５にしたがって測定した３００
℃、７０時間、１５％圧縮での圧縮永久歪が７０％未満である、前記６．に記載の硬化物
品。
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